










福島県の復興についての現状と、今年度、試
掘調査に携わった遺跡について報告します。

福島県の東日本大震災による被害の特色は、
東京電力福島第一原子力発電所の事故により、
福島県浜通り地方の多くの住民が避難しなけれ
ばならなかったことです。平成25年から、住民
は徐々に帰還してきましたが、今もなお双葉町
と大熊町の全域、富岡町や浪江町、飯館村の一
部が、避難指示区域のままです。このように、
福島県の東日本大震災からの復興はむずかしい
問題を抱えています。

私が現在所属している福島県教育庁文化財
課南相馬市駐在は、東日本大震災の復興事業
に関連した業務が多くなっています。「海岸防
災林事業」や「県道整備事業」のほか、東京電
力福島第一原子力発電所の事故により、大量
に拡散した放射性物質を除染した草木やがれ
きなどの処理する「中間貯蔵施設関連事業」な
どがあります。また水田を整備し、農業再生
住民の帰還促進を目的とする「農山村地域復
興基盤総合整備事業」も盛んに行われています。
各都道府県は、文化庁主導のもと福島県の支援
として専門員を派遣してきました。今年度は私
を含め３名（青森県、新潟県）が所属しています。

ここで、私が今年度に試掘調査などで関わっ
た遺跡のうち、海岸近く立地する２つの遺跡を
紹介したいと思います。

【平遺跡　南相馬市原町区】
試掘調査の結果、古墳時代と想定される竪穴

建物跡が検出されました。この遺跡は現在の海
岸線から100ｍほどしか離れておらず、福島県
浜通り地方の特色を示す事例です。

【的場遺跡　浪江町】
「復興祈念公園」関連の試掘調査で新規に登録

された遺跡です。海抜０ｍ近い区域の、地表下
100cmから埋蔵文化財が確認されました。縄文
時代から古墳時代の複合遺跡となり得る貴重な
発見となりました。

紹介した以外にも、多くの遺跡が海岸からほ
ど近い沖積地に立地しています。これは、岩手
県と大きな違いと言っていいでしょう。

先日、浪江町を散策している時、成人式に遭
遇しました。女性でも「スーツ」姿が多かったの
ですが、今後、被災地の復興が加速し、「袴」や

「振り袖」の賑やかな成人式が復活することを心
から願っています。

　　　福島県教育庁文化財課南相馬市駐在
　文化財主査　鳥居 達人
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�›	B 福 島 県 へ の 派 遣 職 員 か ら の 報 告
東日本大震災の後、平成24年から平成29年度まで県外から多くの埋蔵文化財担当者のご支援を

いただきました。震災から７年が経過し、県内の復興調査は山場を越し一段落したところですが、
福島県では現在も復興に向けた調査が数多く行われています。今年度は、岩手県教育委員会から
福島県教育委員会に１名、（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターから（公財）福島県文
化振興財団に１名の計２名が福島県へ派遣され、発掘調査等の業務に従事しています。現地から
の報告を紹介します。

福島県の現状と復興調査について

的場遺跡　検出作業状況

平遺跡と新しい防波堤



毛萱館跡は福島県双葉郡富岡町にある遺跡で
す。富岡町役場からは南東方向に約2.8km、海
岸線からは西に約700ⅿのところにあり、紅葉
川南岸にある標高35ｍ前後の丘陵に立地してい
ます。

県道広野小高線を建設する場所に遺跡の一部
が含まれることから、道路建設で遺跡が失わ
れる前に発掘調査を行い、記録して保存する
ことになりました。平成29・30年度の２箇年で
10,000㎡の発掘調査を実施しました。

弥生時代と室町時代の遺構や遺物が主に見つ
かりましたので、ここではそれらの内容につい
て紹介します。

弥生時代の竪穴住居跡は12軒見つかっていま
す。本遺跡の隣にある東京電力福島第二原子力
発電所の建設時にも弥生時代のムラの跡が見つ
かっていることから、今から約2,000年前の弥
生人は、海岸に近い丘の上で暮らしていたこと
が分かりました。弥生土器の破片や磨製石斧が
出土しています。

室町時代になると、城館として使われるよう
になります。平坦な丘陵の頂部を堀跡や土塁で
分断し、大きな平場として利用していました。
その周りにある尾根地形のところにも小規模な
平場を複数造り出しています。

大きな平場からは複数の掘立柱建物跡や土坑
が見つかり、平場の北東端部では、掘立柱によ

る３棟の門跡と、礎石建ちによる門跡が見つか
りした。ほぼ同じ場所で４回建て替えられてい
ます。

出土遺物の中には愛知県瀬戸産の陶器碗や壺
などがあります。花を描いているかわらけも見
つかりました。何れも15世紀のものです。

毛萱館跡について記されている中世や近世の
文献資料はありませんが、こうした遺構や遺物
の内容から、15世紀頃に機能していた近隣の村
落を治める在地領主の居城であったと考えら
れ、16世紀にはその役目を終えていることが分
かりました。

震災の傷跡が今も多く残る富岡町での遺跡調
査に携わり、改めて復興の役に立ちたいとの思
いを強くした１年でした。この先も微力ではあ
りますが福島復興のお手伝いが出来ればと考え
ています。

　　　  （公財）福島県文化振興財団
専門文化財主査　杉沢 昭太郎
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福島県富岡町毛
け が や た て

萱館跡について

上空から見た毛萱館跡

堀跡と土塁

掘立柱による門跡



平成30年７月26日（木）と27日（金）の２日間、
埋蔵文化財センターで考古学の仕事を楽しく体
験できる夏休みの恒例イベントを開催しまし
た。発掘・測量・接合・拓本・展示の５コー
ナーを設け、２日間で695名の方々が来場され
ました。親子連れの来場者が多く、子どもたち
の体験を一緒に楽しんでいました。３つ以上の
体験コーナーをクリアして、「こども考古学者認
定証」を手にした人は２日間で406名となり、新
たなこども考古学者が誕生しました。

平成31年１月26日（土）に県立埋蔵文化財セン
ターの第40回埋蔵文化財公開講座がアイーナに
おいて開催されました。午前は東北学院大学准
教授竹井英文先生から「魅力あふれる東北の中
近世城館」と題してご講演いただきました。午
後には埋蔵文化財センターの第21回遺跡報告会
が開催され、調査担当者から今年度の調査成果
が発表されました。また、報告された遺跡の遺
物や写真パネルが展示され、訪れた方々が興味
深く見学されていました。

平成30年11月22日（木）～24日（土）までの３日
間、陸前高田市コミュニティホールを会場に埋
蔵文化財展を開催し、476名の来場者がありま
した。これまでに発掘調査が行われた陸前高田
市内の遺跡から出土した遺物や写真パネルを展
示しました。また、県内各地の遺跡から出土し
たものを通じて、旧石器時代から近世までの歴
史を感じていただきました。

この催しは、県内の各市町村を巡回して開催
しております。来年度はどの市町村にお邪魔す
るか、お楽しみに。
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平成
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平成 30 年度 岩手県文化振興事業団プレゼンツ
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第39回 埋蔵文化財展第39回 埋蔵文化財展

夏休み!みんなで考古学者2018夏休み!みんなで考古学者2018
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これらの催しは、来年度
も同じころに開催する予
定です。詳細が決まり次
第、当センターのホーム
ページや関係機関に掲示
されるポスターでご確認
いただけます。


